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同
窓
会
会
長　
　

岩
村　

元
雄

初
の
女
子
卒
業
生
の
入
会
で

　

同
窓
会
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

　

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
３
月

１
日
法
政
大
学
高
等
学
校
卒
業
式
で

２
２
９
名
（
男
子
１
６
５
名
、
女
子
64

名
）
の
卒
業
生
が
同
窓
会
新
会
員
と
し

て
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
初
め
て

の
女
子
卒
業
生
64
名
が
入
会
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
新
た
な
同
窓
会
の
ス
タ
ー

ト
を
意
味
し
て
お
り
ま
し
て
、
同
窓
会

を
代
表
し
て
心
よ
り
皆
さ
ま
を
歓
迎
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
会
員
の
皆
様
は
、
高
校
卒
業
第
62
回

生
で
す
の
で
、
同
窓
会
で
は
高
校
卒
第

62
期
と
申
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
１
期
生
は
１
９
４
８
年
（
昭
和
23

年
）
卒
業
で
す
の
で
、
今
年
81
歳
の
大

先
輩
に
な
り
ま
す
。
高
校
の
前
身
の
法

政
中
学
校
は
、
１
９
３
６
年
（
昭
和
11

年
）
の
設
立
で
す
か
ら
第
１
期
生
は
今

年
90
歳
の
大
先
輩
で
あ
り
ま
す
。
他
に

お
元
気
で
立
派
な
社
会
人
と
し
て
、
地

域
社
会
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る

方
々
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
法
政
中
学

か
ら
数
え
る
と
今
年
で
74
周
年
を
迎
え

た
学
校
で
す
の
で
永
い
歴
史
と
伝
統
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
築
き
上
げ
て
き

た
の
が
卒
業
生
即
ち
同
窓
生
で
あ
り
ま

す
。
今
年
入
会
さ
れ
た
２
２
９
名
の
皆

様
は
、
今
日
か
ら
新
し
い
歴
史
の
１
頁

を
築
い
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
６
月
に

開
催
さ
れ
た
第
19
回
同
窓
会
総
会
に
於

い
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
﹁
同
窓
会
憲

章
﹂
を
共
通
理
念
と
し
て
、
ク
ラ
ス
委

員
の
責
任
の
明
確
化
、
潜
在
し
て
い
る

会
員
の
顕
在
化
、
年
会
費
振
込
の
増
強

と
財
政
の
安
定
、
会
報
の
定
期
発
行
と

内
容
の
充
実
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
普

及
、
母
校
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
応
援
、
約

２
４
，
０
０
０
名
会
員
の
住
所
の
明
確

化
、
１
９
９
９
年
以
来
12
年
振
り
に
発

行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
会
員
名
簿
の

作
製
（
萩
原
光
博
総
務
副
委
員
長
を
責

任
者
と
し
て
指
名
）、
法
政
大
学
校
友

連
合
会
並
び
に
付
属
校
同
窓
会
と
の
連

携
、
現
役
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
会

と
の
交
流
、
等
を
基
本
的
な
活
動
と
し

て
﹁
総
務
﹂﹁
財
務
﹂﹁
広
報
﹂﹁
組
織

拡
充
﹂﹁
事
業
﹂
の
５
委
員
会
が
各
副

会
長
の
統
括
の
下
に
平
成
22
年
度
の
方

針
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
が
﹁
明
る
く
楽
し
く
元

気
良
く
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
母
校
の
発
展

と
校
格
ア
ッ
プ
に
寄
与
し
て
行
く
こ
と

を
祈
念
致
し
ま
す
と
共
に
、
２
０
１
１

年
（
平
成
23
年
）
６
月
に
開
催
予
定
の

第
20
回
同
窓
会
総
会
に
向
け
て
今
西
尭

総
会
準
備
委
員
長
の
下
で
着
々
と
準
備

が
進
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
に
は
是
非
と
も
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
上
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
２
０
１
０
年
３
月
２
日
）
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桜
花
の
季
節
も
終
わ
り
、
新
緑
が
井

の
頭
公
園
に
眩
し
く
見
え
る
今
日
こ
の

頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
法
政
中
高
同
窓
会
の
皆

様
方
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
１
月
の
法
政
高
校
２
年

生
北
海
道
修
学
旅
行
に
お
け
る
教
員
に

よ
る
生
徒
へ
の
暴
力
事
件
に
関
し
ま
し

て
、
生
徒
・
保
護
者
の
皆
様
は
も
と
よ

り
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に
も
、
多
大
な

ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

事
件
後
、
法
人
と
し
て
増
田
総
長
を

本
部
長
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
真
相

究
明
・
事
態
の
収
拾
・
再
発
防
止
・
教

育
刷
新
を
課
題
に
し
た
、
法
政
中
高
教

育
刷
新
会
議
を
学
内
外
有
識
者
等
の
構

成
で
設
置
し
、
活
動
を
進
め
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
う
け
ま
し
て
、
４
月
よ

り
法
政
中
高
の
新
体
制
が
発
足
し
ま
し

た
。
校
長
と
し
て
私
、
榎
本
が
、
副
校

長
と
し
て
小
林
邦
久
、
飯
田
亮
三
の
両

名
が
、
加
え
て
、
校
長
補
佐
（
学
校
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
し
て
平
塚
眞
樹
社
会

学
部
教
授
に
お
願
い
し
て
新
管
理
職
体

制
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
教
育
再
生
へ
の
道
筋
を

明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み
を
教
職
員
と

共
に
全
学
を
あ
げ
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
法
政

大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
﹁
自
由
と

進
歩
﹂
そ
し
て
、中
高
の
﹁
自
主
・
自
律
﹂

と
い
う
目
標
を
は
っ
き
り
掲
げ
、
そ
れ

を
体
現
し
た
法
政
大
学
の
付
属
校
に
相

応
し
い
教
育
づ
く
り
で
あ
り
、
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
を
思
っ
て
い
ま
す
。

　

法
政
中
高
の
歴
史
は
、
私
が
述
べ
る

ま
で
も
な
く
、
１
９
３
５
（
昭
和
10
）

年
12
月
に
当
時
の
法
政
大
学
理
事
小
山

松
吉
に
よ
る
中
学
校
設
立
認
可
申
請
書

が
東
京
府
知
事
経
由
で
、
松
田
文
部
大

臣
に
出
さ
れ
、
翌
36
年
に
大
学
市
个
谷

校
地
に
中
学
校
と
共
に
商
業
学
校
設
置

に
遡
り
ま
す
。
法
政
大
学
が
付
属
中
学

を
設
置
し
よ
う
と
し
た
機
会
は
こ
れ
以

前
に
２
回
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
３
回
目
に
し
て
日
の
目
を
み
た
付

属
中
学
が
、
法
政
中
学
と
し
て
今
日
ま

で
74
年
の
歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
き
て

い
る
意
味
を
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と

が
肝
要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
困
難
に

遭
遇
し
た
時
に
は
、
教
育
活
動
の
原
点

に
立
ち
戻
り
、
か
つ
こ
れ
ま
で
の
歴
史

に
学
び
、
法
政
中
高
の
輝
き
を
し
っ
か

り
と
着
実
に
取
り
戻
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
微
力
な
が
ら
教
職
員
と
共
に
力
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
改
め
て
引
き

続
き
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。

　

２
０
０
９
年
11
月
28
日
（
土
）
に

﹁
第
12
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
﹂

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
第
１
期
、
６
期
⋮
第
56
期
と

卒
業
期
の
下
１
桁
が
1
と
6
の
卒
業
生

の
皆
様
を
お
招
き
し
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
３
度
目
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ

ー
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
同
窓
会
の

役
員
の
方
を
含
め
１
０
０
名
弱
の
卒
業

生
の
皆
様
と
退
職
さ
れ
た
先
生
方
16
名

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
に
て
、

本
校
の
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
の
後
、
校
長

の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
岩
村
同
窓
会

長
か
ら
の
ご
挨
拶
、
退
職
さ
れ
た
先
生

方
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
退
職
さ

れ
た
先
生
の
中
に
は
始
め
て
新
校
舎
に

来
ら
れ
た
方
も
お
り
、
非
常
に
喜
ん
で

下
さ
っ
た
の
が
印
象
的
で
す
。

　

第
2
部
は
場
所
を
食
堂
に
移
し
、
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
は
同
窓
生

の
皆
様
と
退
職
さ
れ
た
先
生
方
や
現
役

の
教
員
と
在
学
当
時
の
話
に
話
が
咲
き
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
来

年
度
は
更
に
多
く
の
同
窓
生
や
退
職
さ

れ
た
先
生
方
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
政
中
高
の
輝
き
を
着
実
に

法
政
大
学
中
学
・
高
等
学
校

校　

長　
　

榎
本　

勝
己

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
実
行
委
員
長

平
岩　

和
弘

退職された先生方の紹介第16期OBの方々 懇親会スクラム・校歌

「
楽
し
い
語
ら
い
だ
っ
た
」

第
12
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

平
成
21
年
度
事
業
報
告

〔
平
成
21
年
〕

４�

月
３
日（
金
）
春
季
東
京
都
高
等
学
校

野
球
大
会
に
法
政
高
校
出
場　

役
員
観

戦
６
日
（
月
）
、
８
日
（
水
）

４�

月
６
日（
月
）
法
政
大
学
中
学
高
等
学

校
入
学
式
に
役
員
出
席
（
中
学
校
：
午

前
10
時　

高
等
学
校
：
午
後
1
時
）

４�

月
19
日（
日
）
法
政
大
学
女
子
高
等
学

校
同
窓
会
創
立
40
周
年
祝
賀
会
に
役
員

出
席

４�

月
25
日（
土
）
付
属
校
共
催
高
尾
山
登

山
会
に
多
数
参
加

５�

月
25
日（
火
）
定
例
役
員
会
（
６
月
12

日
ク
ラ
ス
委
員
総
会
の
打
合
せ
）

６�

月
６
日（
土
）
法
政
大
学
第
二
高
等
学

校
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
に
岩
村
会

長
、
今
西
総
務
委
員
長
出
席

６�

月
12
日（
金
）
法
政
大
学
高
等
学
校
同

窓
会
ク
ラ
ス
委
員
総
会
・
懇
親
会
開
催�

（
於�

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
多
目

的
室
）
出
席
者
：
57
名�

�

３
頁

６�

月
20
日（
土
）
法
政
大
学
中
学
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
会
総
会
に
役
員
出
席

７�

月
10
日（
金
）
東
京
六
大
学
野
球
春
季

リ
ー
グ
優
勝
、
祝
勝
会
に
役
員
出
席

７�

月
12
日（
月
）
第
91
回
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
西
東
京
大
会
に
法
政
高
校

出
場

７�

月
18
日（
土
）
野
球
部
父
母
会
に
金
一

封
贈
呈
役
員
観
戦
18
日（
土
）21
日（
火
）

７�

月
20
日（
月
）
法
政
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

創
部
60
周
年
式
典
に
出
席　

岩
村
会

長
、
今
西
総
務
委
員
長
他
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○
日　

時
：
２
０
０
９
年
６
月
12
日
（
金
）
18
時
～
20
時

○
会　

場
：
法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
内
多
目
的
室
A
、
B

○
出
席
者
：
学
校
関
係
３
名
、
ク
ラ
ス
委
員
37
名
、
役
員
16
名　

合
計
57
名

○
司　

会
：
今
泉
直
樹
（
広
報
委
員
長　

高
19
期
）

　

�

は
じ
め
に
岩
村
会
長
よ
り
、
母
校
へ
の
協
力
、
同
窓
会
の
拡
充
、
年

会
費
の
増
収
、
会
報
の
充
実
、
校
友
連
合
会
、
付
属
校
同
窓
会
、

P
T
A
、
P
T
A
O
B
会
等
と
の
連
携
を
基
本
に
し
、
平
成
23
年
６
月

の
同
窓
会
総
会
に
は
出
席
人
数
目
標
５
０
０
名
を
達
成
す
る
た
め
に
、

ク
ラ
ス
委
員
の
皆
様
へ
協
力
を
お
願
い
す
る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

�　

そ
の
後
、
牛
田
守
彦
校
長
よ
り
最
近
の
学
校
の
状
況
な
ど
の
お
話
が

あ
り
、
今
後
と
も
母
校
に
関
し
ご
支
援
を
頂
き
た
い
と
の
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

�　

審
議
に
あ
た
り
議
長
の
選
出
を
行
い
、
司
会
者
一
任
に
て
室
山
肇
様

（
元
総
務
委
員
長
、
現
参
与　

高
３
期
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
題

1
・
平
成
20
年
度
事
業
報
告　
　

今
西　

堯
（
総
務
委
員
長
、
高
８
期
）

２
・
平
成
20
年
度
決
算
案
報
告　

泉　

智
雄
（
財
務
委
員
長
、
高
３
期
）

３
・
平
成
20
年
度
監
査
報
告　
　

山
田　

富
蔵
（
会
計
監
査
、
高
７
期
）

４
・
平
成
21
年
度
事
業
計
画　
　

岩
村　

元
雄
（
会
長
、
高
８
期
）

５
・
平
成
21
年
度
予
算
案

６
・
そ
の
他
（
各
委
員
会
報
告
）

�

以
上
の
議
題
は
異
議
無
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
組
織
拡
充
委
員
会
報
告　
　
　

赤
沼　

啓
二
郎
委
員
長
（
高
８
期
）

　

�

第
１
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
御
礼
と
集
計
詳
細
説
明
、
及
び
本
日
の
第
２

回
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
協
力
に
つ
い
て
の
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。

※
広
報
委
員
会
報
告　
　
　
　
　

今
泉　

直
樹
委
員
長
（
高
19
期
）

　

�

同
窓
会
会
報
に
つ
い
て
、
会
員
が
同
窓
会
に
関
心
を
持
つ
よ
う
な
会
報

に
努
力
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
寄
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

法政大学高等学校同窓会　平成21年度収支予算書
（21.4.1～22.3.31）

収入の部 （単位　円）
科　　　目

款 項 予算額 備　考
繰越金 4,084,057
会　費 4,685,000 新入会員予定 229 名と既会員分
（イ） 入　 会　 金 1,617,000 新卒業生入会金 231 名× 7,000 円
（ロ） 新入会員年会費 693,000 新卒業生年会費 231 名× 3,000 円
（ハ） 年 会 費・ 寄 付 2,100,000 既会員振込等
（ニ） そ の 他 会 費 275,000 クラス委員会総会参加者より
雑収入 50,000 預金利息等

計 8,819,057
経常収入 4,735,000

支出の部 （単位　円）
科　　　目

款 項 予算額 備　考
経常費 2,100,000
（イ） 学 校 協 力 費 700,000 学校行事、生徒部活動援助、卒業記念品等
（ロ） 会　 議　 費 80,000 教室使用料
（ハ） 組 織 活 動 費 750,000 校友連合会年会費、付属校合同懇親会
（ニ） 印　 刷　 費 20,000 資料の印刷
（ホ） 通　 信　 費 50,000 会議開催通知、後納郵便料、ホームカイミングデー印刷代
（ヘ） 人　 件　 費 300,000 事務局員手当
（ト） 事 務 用 品 費 30,000 ＰＣ等諸事務用品
（チ） 雑 費 170,000 慶弔費、振込手数料、打合せ会
事業費 2,318,000
（イ） 会 報 発 行 費 1,940,000 全頁カラー化のため
（ロ） Ｈ Ｐ 費 用 178,000
（ハ） 総会、委員総会費 200,000 クラス委員総会、新年会、付属校懇親会
積立金

名簿作成積立金 500,000 ２期６年毎に改訂版作成のため積立
予備費

予 備 費 100,000

小 計 5,018,000
次 年 度 繰 越 金 3,801,057
合 計 8,819,057

経常支出 6,215,935

法政大学高等学校同窓会　平成20年度収支決算書
（20.4.1～21.3.31）

収入の部 （単位　円）
科　　　目

款 項 前年度予算額 決算額 差　異 備　考
繰越金 5,415,935 5,415,935 0
会　費 6,560,000 5,146,590 △ 1,413,410
（イ） 入　 会　 金 1,582,000 1,680,000 98,000 新入会員入会金7,000円×240名
（ロ） 新入会員年会費 678,000 720,000 42,000 新入会員年会費3,000円×240名
（ハ） 年会費・寄付 2,100,000 1,394,590 △ 705,410 既会員振込等
（ニ） そ の 他 会 費 2,200,000 1,352,000 △ 848,000 同窓会総会会費
雑収入 50,000 113,952 63,952 グッズ売上げ、預金利息等

計 12,025,935 10,676,477 △ 1,349,458
経常収入 4,735,000

支出の部 （単位　円）
科　　　目

款 項 前年度予算額 決算額 差　異 備　考
経常費 1,660,000 1,684,556 △ 24,556
（イ） 学 校 協 力 費 540,000 534,055 5,945 学校行事、生徒部活動援助
（ロ） 会　 議　 費 100,000 57,711 42,289 会議諸経費
（ハ） 組 織 活 動 費 500,000 456,500 43,500 校友連合会年会費
（ニ） 印　 刷　 費 20,000 14,100 5,900 会費振込用紙印字
（ホ） 通　 信　 費 50,000 154,089 △104,089 会議開催通知、受取人払郵便料、ネット接続料等
（ヘ） 人　 件　 費 300,000 300,000 0 事務局員手当
（ト） 事 務 用 品 費 100,000 55,416 44,584 諸事務用品
（チ） 雑 　 　 費 50,000 112,685 △ 62,685 慶弔費 , 振込手数料、プロバイダー料
事業費 4,100,000 4,371,114 △271,114
（イ） 会 報 発 行 費 1,900,000 2,301,154 △401,154 同窓会会報発行費用
（ロ） 総 会 、委 員 総 会 費 2,200,000 2,069,960 130,040 同窓会総会、新年会補助、付属校懇親会補助
積立金

名簿作成積立金 500,000 500,000 0 名簿改訂版作成のため積立
予備費

予 備 費 50,000 36,750 13,250 腕章作成
小 計 6,310,000 6,592,420 △282,420
次 年 度 繰 越 金 5,715,935 4,084,057
合 計 12,025,935 10,676,477
次 年 度 繰 越 金 3,801,057
合 計 8,819,057

　

議
事
終
了　

議
長
退
席
・
相
川
副
会
長

（
財
務
担
当
）
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
懇
親
会
へ
と
移
行
い
た
し
ま

し
た
。

　

懇
親
会
は
、
今
西
総
務
委
員
長
の
司
会

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
乾
杯
の
ご
挨
拶
を

大
石
勝
康
様
（
前
同
窓
会
会
長
、
現
顧

問
）
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
ば
し
歓
談
の
あ
と　

校
歌
斉
唱
（
応

援
リ
ー
ド
、
塩
入
組
織
拡
充
副
委
員
長
）

　

大
学
野
球
部
完
全
優
勝
の
余
韻
が
残
っ

て
お
り
、
校
歌
斉
唱
も
全
員
力
が
入
り
ま

し
た
。
斉
藤
副
会
長
よ
り
閉
会
挨
拶
が
あ

り
ク
ラ
ス
委
員
総
会
懇
親
会
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

平
成
21
年
法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会

ク
ラ
ス
委
員
総
会
開
催

９�

月
４
日（
金
）
野
村
光
一
元
同
窓
会
会

長
死
去
、
岩
村
会
長
、
佐
藤
副
会
長
が

ご
自
宅
に
弔
問

９�

月
14
日（
月
）
き
か
ん
し
創
立
60
周
年

記
念
祝
賀
会
出
席　

斎
藤
副
会
長
、
今

泉
広
報
委
員
長

９�

月
13
日（
日
）
秋
季
東
京
都
高
等
学
校

野
球
大
会
予
選
に
法
政
高
校
出
場

　

�

役
員
観
戦
21
日（
月
）
、23
日（
水
）役

員
多
数
応
援�

1
頁

９�

月
19
日（
日
）
法
政
大
学
中
学
高
等
学

校
文
化
祭
を
役
員
多
数
見
学
、
臨
時
役

員
会
開
催

10�

月
３
日（
土
）
秋
季
東
京
都
高
等
学
校

野
球
大
会
に
法
政
高
校
出
場
、
役
員
応
援

10�

月
16
日（
金
）、
17
日（
土
）、
18
日（
日
）

校
友
連
合
会
長
崎
大
会
に
役
員
多
数
出
席

10�

月
23
日（
金
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
会
親
睦
バ

ス
旅
行
に
役
員
参
加

10�

月
24
日（
土
）
学
校
主
催
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
・
デ
ー
の
案
内
状
封
入
作
業

11�

月
21
日（
土
）
臨
時
役
員
会
開
催

11�

月
28
日（
土
）
定
例
役
員
会
、
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
参
加�

２
頁

〔
平
成
22
年
〕

１�

月
16
日（
土
）
オ
ー
ル
法
政
新
年
を
祝

う
会

１�

月
21
日（
木
）
新
年
初
顔
合
わ
せ

１�

月
30
日（
土
）
修
学
旅
行
事
件
学
校
よ

り
説
明

２�

月
14
日（
日
）
三
鷹
市
民
駅
伝
大
会
に

男
女
学
生
出
場
応
援�

７
頁

２�

月
20
日（
土
）
附
属
校
同
窓
会
役
員
懇

親
会
出
席�

７
頁

２�

月
27
日（
土
）
新
卒
ク
ラ
ス
委
員
説
明

会
、
予
算
委
員
会�

８
頁

３�

月
１
日（
月
）
高
等
学
校
卒
業
式

�

８
頁

３�

月
19
日（
金
）
中
学
校
卒
業
式

�

８
頁



4

辛
苦
を
味
わ
っ
た
仲
間
た
ち

（
高
２
期
）　

商
業
科　

鈴
木　

嘉
能

　

私
達
は
昭
和
19
年
４
月
に

﹁
法
政
大
学
第
３
工
業
学
校
﹂

に
入
学
し
ま
し
た
。機
械
科
１・

２
組
、電
気
科
１・２
組
、電
気
通

信
科
１
組
の
編
成
で
し
た
。第
２

次
世
界
大
戦
の
終
末
時
期
で
す
。

国
策
に
よ
り﹁
商
業
学
校
﹂は
廃

止
で
し
た
。

　

20
年
８
月
敗
戦
で
校
名
も
、

﹁
法
政
大
学
商
業
学
校
﹂に
な

り
、武
蔵
野
市
に
移
転
後
は
、学

校
制
度
の
変
更
に
よ
り﹁
法
政

大
学　

第
一
中
・
高
等
学
校
・
商

業
科
﹂に
変
更
に
な
り
ま
し
た
、

卒
業
ま
で
に
４
つ
も
の
校
名
が
変

わ
っ
た
の
で
す
。

学
校
が
千
代
田
区
か
ら
吉
祥
寺

に
移
転
し
た
の
で
、通
学
が
困
難

に
な
っ
た
生
徒
は
他
校
に
転
校

し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
仲
間
が
１
年
に
２
回

の
ク
ラ
ス
会
を
楽
し
む
た
め
に

集
ま
っ
た
の
で
す
、そ
の
頃
の
先

生
の
二
宮　

賢
一
先
生（
90
歳
）

を
九
段
下
の﹁
源
来
酒
家（
一つ
☆

店
）﹂に
迎
え
た
私
達
も
77
歳・

78
歳
、他
校
に
転
校
し
た
ヒ
ト
も

旧
交
を
温
め
る
た
め
に
集
ま
り

ま
し
た
。

　

卒
業
以
来
、﹁
有
為
転
変
﹂人

生
の
辛
苦
を
た
く
さ
ん
味
わ
って

き
ま
し
た
、そ
ん
な
話
を
し
て
次

回
の
会
合
を
楽
し
み
に﹁
健
康

維
持
﹂を
励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

33
年
ぶ
り
の
同
窓
会

（
高
27
期
）　

幹
事　

穂
積　

雅
光

　

昨
年
5
月
9
日（
土
）に
33
年

ぶ
り
の
同
窓
会
並
び
に
担
任
小

川
純
一
郎
先
生
の
喜
寿
の
お
祝
い

を
学
び
の
地
、吉
祥
寺
に
て
企
画

し
ま
し
た
。幹
事
の
怠
慢
か
、は

た
ま
た
仕
事
と
家
庭
に
追
わ
れ

て
の
結
果
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、久
々
に
皆
で
先
生
を
囲
み
素

敵
な
時
間
を
共
有
い
た
し
ま
し

た
。先
生
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
、

級
長（
こ
ん
な
古
風
な
呼
び
方

だ
っ
た
ん
で
す
ね
！
）の
乾
杯
で

同
窓
会
が
ス
タ
ー
ト
、か
つ
て
の

紅
顔
の
美
少
年
達
も
年
齢
を
重

ね
、さ
す
が
に
あ
ち
こ
ち
の
ネ
ジ

が
ゆ
る
み
、部
品
も
壊
れ
始
め
た

と
見
え
、体
調
不
調
や
頭
髪
の

後
退
等
の
話
題
、又
昔
の
失
敗
談

で
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

冒
頭
は
お
そ
る
お
そ
る
敬
語
を

使
い
ち
ょっ
と
堅
い
雰
囲
気
で
し

た
が
直
ぐ
に
気
分
は
当
時
の
若

者
に
戻
り﹁
オ
レ
、オ
マ
エ
﹂の
世

界
に
⋮
33
年
の
時
間
を
超
越
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
一
声
17
名
の
参
加
で
し
た
が
、

遠
く
は
仙
台
よ
り
日
帰
り
の
予

定
が
、楽
し
さ
に
負
け
電
車
に
乗

れ
ず
急
遽
一
泊
し
た
者
も
お
り
、

参
加
出
来
な
か
っ
た
同
級
生
か

ら
は
次
は
い
つ
な
ん
だ
⋮
、早
く

名
簿
を
送
れ
等
、嬉
し
い
声
が
届

い
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
に
先
立
ち
小
川
先
生

の
ご
案
内
で
現
在
の
高
校
を
見

学
、当
時
の
汚
い
校
舎
と
は
大

違
い
の
綺
麗
で
機
能
的
な
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
に
変
貌
、又
女
生
徒
も
居

て
な
ん
だ
か
不
思
議
な
空
間
で

し
た
。オ
ジ
サ
ン
達
に
は
や
は
り

男
子
校
が
シ
ッ
ク
リ
来
る
の
を
再

確
認
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

あ
の
3
年
間
の
濃
密
な
想
い

出
が
よ
み
が
え
っ
た一時
で
し
た
、

今
年
か
ら
は
反
省
を
込
め
て
毎

年
開
催
で
ー
す
！

ド
ン
チ
会

（
高
校
８
期
３
組
ク
ラ
ス
会
）

近
状
報
告

　

高
校
同
窓
会
総
務
委
員
長

 

（
高
８
期
）　

幹
事　

今
西　

堯

　

ド
ン
チ
会
の
名
称
は
在
校
生

時
代
の
担
任
教
師
の
斉
藤
武
治

先
生
の
あ
だ
名
よ
り
命
名
さ
れ

た
ク
ラ
ス
会
の
名
称
で
す
。当
時

の
ク
ラ
ス
の
生
徒
数
は
60
人
で
し

た
。同
期
の
年
齢
は
既
に
、杜
甫
、

曲
江
詩（
人
生
七
十
古
来
稀
）は

過
ぎ
て
早
生
ま
れ
は
、72
歳
、遅

生
ま
れ
は
73
歳
に
な
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
会
は
近
年
、毎
年
開
催

さ
れ
３
年
前
に
地
方
在
住
者
が
、

日
帰
り
は
参
加
が
、し
に
く
い
の

で
は
と
の
意
見
が
あ
り
、２
年
前

に
幹
事
を
指
名
さ
れ
て
い
ま
し

た
の
で一昨
年
は
鬼
怒
川
温
泉
に

宿
泊
、会
費
は一
万
円
以
内
で
収

ま
る
ホ
テ
ル
を
探
し
て
宿
泊
、酒

代
、お
土
産
、交
通
費
込
み
、演
劇

出
し
物
付
き
で
、翌
日
は
川
下
り

船
で
船
頭
さ
ん
の
解
説
付
き
で
、

鬼
怒
川
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
関
係
で
ジ
ン
ゲ
ル（
往

年
の
学
生
用
語
で
芸
者
さ
ん
）を

呼
べ
ず
、男
の
み
の
酒
席
と
覚
悟

し
て
い
ま
し
た
が
、同
宿
の
、女

性
客
の
30
代
の
お
姉
さ
ん
達
が
、

我
々
の
宴
会
部
屋
に
乱
入
し
て

き
て（
本
当
は
一
級
建
築
士
の
伊

達
男
の
お
誘
い
に
よ
る
）大
変
酒

席
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

但
し
、品
行
方
正（
法
政
）で

あ
っ
た
事
を
申
し
添
え
ま
す
。ド

ン
チ
会
の
幹
事
は
大
変
な
の
で

持
ち
回
り
で
担
当
す
る
こ
と
に

決
め
て
お
り
、昨
年
は
都
内
南

青
山
の
会
館
で
別
の
幹
事
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。個
人
別
に
近

状
報
告
は
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、

社
業
多
忙
の
為
に
10
数
年
ぶ
り

に
出
席
し
た
学
生
時
代
に
良
く

遊
ん
だ
友
人
が
出
て
き
た
り
し

て
大
変
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

１
年
に
１
回
し
か
会
え
な
い

人
も
い
ま
す
が
、学
生
生
活
を
す

ご
し
た
仲
間
と
の
友
情
と
交
流

は
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
得
が

た
い
も
の
と
ク
ラ
ス
会
を
重
ね
る

ご
と
に
痛
感
さ
れ
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
ク
ラ
ス
は

ク
ラ
ス
会
は
定
期
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
か
、も
し
ご
無
沙
汰

し
て
い
れ
ば
是
非
働
き
か
け
て

み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
の
ク
ラ
ス
会
で
岩
村
同

窓
会
長
よ
り
、近
状
報
告
で
小

生
が
来
年
の
同
窓
会
総
会
の
準

備
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
報
告

が
あ
り
、来
年
の
総
会
に
３
組
よ

り
15
名
の
出
席
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。来
年
の
ク
ラ
ス
会
は

同
窓
会
総
会
出
席
を
ク
ラ
ス
会

に
し
た
い
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
な
ら
幹
事
を
や
れ
と
の
意

見
あ
り
承
諾
を
致
し
ま
し
た
。

　

各
学
年
の
ク
ラ
ス
委
員
の
皆

様
、又
、同
窓
生
の
皆
様
で
ク
ラ

ス
会
開
催
時
は
、是
非
同
窓
会

総
会
会
場
で
開
催
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、準
備
委
員
長
と
し
て
は

助
か
り
ま
す
。こ
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
へ
向
け

ご
支
援
を

　

ラ
グ
ビ
ー
部　

O
B
会　

会
長

（
高
31
期
）　

木
村　

清
隆

　

去
る
2
月
21
日（
日
）、本
校

に
お
い
て
ラ
グ
ビ
ー
部
恒
例
の

O
B
戦
及
び
O
B
総
会
が
開
催

さ
れ
、同
窓
会
よ
り
岩
村
元
雄

会
長
、塩
入
成
実
組
織
拡
充
副

委
員
長
の
お
二
人
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
し
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

使
用
で
き
な
い
事
情
も
あ
り
、中

学
生
v
s�

40
代
以
上
の
O
B
、

高
校
生
v
s�

30
代
以
下
の
若

手
O
B
と
の
2
試
合
し
か
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、い
ず
れ
も
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。迷
プ

レ
ー・
珍
プ
レ
ー
の
続
出
の
O
B

チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、所
々

に
往
年
の
名
プ
レ
ー
を
彷
彿
と

さ
せ
る
シ
ー
ン
も
あ
り
、ご
観
戦

の
お
二
人
か
ら
も
大
き
な
拍
手

と
声
援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
後
は
、総
会
を
経
て
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
フ
ァ
ン
ク
シ
ョン
が
開
催

さ
れ
、岩
村
会
長
か
ら
ご
挨
拶
と

激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。後
半
、塩
入
副
委
員
長
の

音
頭
で
校
歌
を
、世
古
新
主
将

の
音
頭
で
部
歌
を
斉
唱
し
、元

O
B
会
長
の
松
下
圭
一氏
の
三
本

締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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楽
し
い一日
で
あ
り
ま
し
た
。岩

村
会
長
、塩
入
副
委
員
長
の
お

二
人
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、悲
願
の
全
国
大

会
出
場
へ
向
け
、同
窓
会
員
皆
様

の
ご
支
援
・ご
声
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

甲
子
園
へ
！

多
く
の
方
の
声
援
を

　

野
球
部
O
B
会
会
長

（
高
20
期
）　

三
上　

隆
司

　

法
政
二
高
は
全
国
制
覇
か
ら

50

周
年
と
な
り
、﹁
名
門
復
活

を
！
﹂を
合
言
葉
に
、野
球
で
学

校
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
取
組
み

だ
し
ま
し
た
。そ
ん
な
折
、昨
年

末
、法
政
二
高
野
球
部
O
B
会

と
会
合
を
持
ち
、松
永
先
生
を

中
心
に﹁
高
校
野
球
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂と
い
う
組
織
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
組
織
は
も
ち
ろ
ん
、法
政

大
学
付
属
で
あ
る
我
が
高
と
法

政
二
高
、兄
弟
校
同
士
双
方
で

切
磋
琢
磨
し
、4
年
以
内
に
甲

子
園
へ
是
が
非
で
も
出
場
し
よ

う
と
の
プ
ロ
ジェク
ト
で
す
。

　

松
永
怜
一先
生
は
、昭
和
35
年

春
、36
年
夏
の
甲
子
園
出
場
時

の
監
督
。そ
の
後
法
政
大
学
、住

友
金
属
の
監
督
を
経
て
、ロ
ス
五

輪
で
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。平
成

19
年
に
は
野
球
殿
堂
入
り
と
輝

か
し
い
野
球
指
導
歴
を
持
って
お

ら
れ
、野
球
に
対
す
る
情
熱
、知

識
は
我
々
の
想
像
を
絶
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。先
ず
1
月
よ

り
指
導
者
研
修
会
を
行
い
、﹁
指

導
者
の
義
務
と
責
任
﹂の
講
義

に
よ
り
、指
導
者
の
意
識
改
革

か
ら
取
組
み
だ
し
ま
し
た
。こ

の
講
義
は
二
日
間
で
6
時
間
と

い
う
長
丁
場
で
し
た
が
、先
生

の
ゼ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
の
講
義

は
あ
っ
と
言
う
間
の
時
間
で
し

た
。又
、忙
し
い
中
三
鷹
キ
ャ
ン
パ

ス
に
も
来
ら
れ
、グ
ラ
ン
ド
で
の

指
導
な
ど
精
力
的
に
取
組
ん
で

頂
い
て
い
ま
す
。﹁
4
年
以
内
に

甲
子
園
﹂を
目
指
し
、野
球
の
基

本
か
ら
取
り
組
み
、序
々
に
成
果

が
現
れ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。我
々
O
B
会
も
学
校
、同
窓

生
の
期
待
に
答
え
る
べ
く
、野
球

部
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、試
合
時
に
同
窓

生
の一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
声

援
が
、選
手
た
ち
に
と
っ
て一番
の

励
み
に
な
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
待
さ
れ
る

「
共
学
感
覚
」
の
同
窓
会

　

総
務
副
委
員
長

（
高
37
期
）　

萩
原　

光
博

　

法
政
大
学
高
等
学
校
が
男
女

共
学
と
な
り
丸
三
年
が
経
過
し

て
、初
め
て
女
子
卒
業
生
を
輩

出
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

２
年
前
の
会
報
に
掲
載
し
た
時

に
訪
れ
た
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

は
創
部
1
年
目・部
員
６
名
の

少
数
精
鋭
で
し
た
が
、昨
年
８
月

に
３
年
生
が
引
退
す
る
ま
で
は

２
０
名
の
大
所
帯
の
部
に
成
長

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

2
年
前
に
チ
ア
リ
ー
ヂ
ィ
ン
グ

協
会
に
加
入
し
、１
年
間
エ
キ
シ

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
出
場
し
、昨
年

か
ら
は
大
会
に
出
場・夏
の
高
校

野
球
予
選
の
応
援
等
と
幅
広
く

活
動
し
て
頑
張
って
お
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
６
月
８
日
の
第
19

回
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
に
も

参
加
を
し
て
い
た
だ
き
大
変
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
の
法
政
大
学
高
等
学
校
・

O
G
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
・

O
G
と
な
る
彼
女
達
に
卒
業
間

近
の
２
月
末
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

﹁
誰
も
入
っ
た
こ
と
の
な
い
新
設

の
部
活
だ
か
ら
や
っ
て
み
た
か
っ

た
﹂﹁
入
学
す
る
時
に
絶
対
に
入

部
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
﹂﹁
後

輩
が
で
き
た
時
に
す
ご
く
責
任

感
を
感
じ
て
、こ
の
子
達
を
引
っ

張
って
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
﹂

﹁
や
っ
ぱ
り
１
年
生
は
若
い
よ
ね
﹂

﹁
初
の
合
宿
は
、早
朝
か
ら
夜
ま

で
の
練
習
で
キ
ツ
か
っ
た
﹂﹁
高
校

野
球
の
応
援
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

演
奏
が
あ
る
の
で
楽
し
い
﹂﹁
大

会
は
す
ご
く
緊
張
し
た
﹂﹁
大
学

で
も
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
や
り

た
い
﹂﹁
卒
業
を
し
て
も
後
輩
達

の
活
躍
を
見
て
応
援
し
て
い
き

た
い
﹂等
々
。

　

３
年
前
、現
在
の
新
校
舎
に
移

転
し
た
時
に
立
派
に
な
っ
た
学
校

施
設
に
驚
き
ま
し
た
が
、校
舎
内

に
女
子
生
徒
が
い
る
コ
ト
に
違
和

感
も
覚
え
学
校
も
変
わ
っ
た
な

と
当
時
は
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
初
の
女
子
卒
業

生
を
会
員
と
し
て
迎
え
入
れ
て
、

同
窓
会
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
男
子
校
と
し
て
育
って
来
た

私
達
の
感
覚
と
は
違
う﹁
共
学

の
感
覚
﹂を
持
っ
た
新
同
窓
会
会

員
の
活
躍
に
期
待
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
挑
戦
を

サ
ポ
ー
ト

（
高
10
期
）　

成
澤　

偉
三
郎

　
一
昨
年
の
12
月
に
、バ
ス
ケ
ッ
ト

部
O
B
会
の
再
開
を
呼
び
か
け

て
か
ら
1
年
半
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、﹁
ク
ラ

ス
会
の
情
報
﹂コ
ー
ナ
ー
に
は
、そ

の
と
き
の
呼
び
か
け
文
書
が
載
っ

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
読
み
下
さ

い
。

　

私
た
ち
O
B
に
と
って
後
輩
の

活
躍
は
大
い
に
関
心
の
あ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、現
役
の
皆
さ
ん
が
、ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
校
と
な
り
、東
京

都
の
代
表
校
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
への
出
場
を
果
た
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。男
女
同

時
の
代
表
校
入
り
が
実
現
で
き

れ
ば
最
高
で
す
。

　

現
役
の
皆
さ
ん
が
、こ
の
目
標

へ
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来

る
よ
う
、環
境
整
備
を
推
進
す

る
為
、私
た
ち
O
B
会
は
活
動

内
容
の
充
実
化
を
図
り
、現
役

の
部
活
動
に
対
す
る
深
い
関
心

と
理
解
を
示
し
、支
援
活
動
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
O
B
会
活
動
の

再
活
性
化
を
意
図
し
て
お
り
ま

す
が
、こ
の
点
に
つ
い
て
は
、高
校

5
期
の
高
津
、同
7
期
の
越
川
、

同
8
期
の
赤
沼
、今
西
、同
17
期

田
辺
、諸
氏
の
賛
同
を
頂
き
、当

時
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
を
ご
指
導
頂

い
た
明
石
先
生
に
も
お
力
添
え

を
快
諾
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
急
に
具
体
的
活
動
方
針
を
固

め
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
呼
び
掛
け
は
、年
配

O
B
の
方
々
か
ら
の
発
信
で
す

が
、O
B
会
運
営
の
礎
が
再
構

築
さ
れ
た
暁
に
は
、若
手・中
堅

O
B
に
拠
る
強
力
な
O
B
会
運

営
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

来
年（
2
0
1
1
年
）は
同
窓

会
総
会
開
催
年
に
当
た
り
ま
す

が
、バ
ス
ケ
ッ
ト
部
O
B
会
の
総
会

を
同
日
に
開
催
す
る
方
向
で
準

備
を
進
め
ま
す
。何
卒
、同
期
生
、

先
輩
、後
輩
に
声
を
掛
け
合
い
、連

れ
立
って
ご
参
集
下
さ
い
。当
日
は
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る
と
同
時
に
、

現
役
の
部
活
動
への
支
援
策
等
を

話
題
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

尚
、今
後
の
ご
連
絡
、ご
案
内

の
た
め
に
住
所
録（
会
員
名
簿
）

の
作
成
を
急
ぎ
ま
す
。

　

前
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
文

に
続
き﹁
ト
ラ
ッ
ク
パ
ッ
ク
﹂欄
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、こ
の

欄
経
由
に
て
、近
況（
住
所
、電

話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
）を

書
き
込
ん
で
ご
投
稿
願
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
ご
縁
の
無
い
方
は
同

窓
会
会
報
に
記
載
の
事
務
局
宛
、

電
話
、F
A
X
等
に
よ
り
ご
報

告
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

先
生
を
む
か
え
ク
ラ
ス
会

（
高
14
期
）　

幹
事　

飯
塚　

善
凖

　

6
月
20
日
、
吉
祥
寺
第
一
ホ

テ
ル
に
て
、
例
年
通
り
高
校
14

期
1
・
5
組
ク
ラ
ス
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
担
任
だ
っ
た
知

和
先
生
、
清
水
先
生
、
竹
内
先
生
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を
迎
え
楽
し
い
一
時
を
過
し
ま
し

た
。
尚
、
ま
た
住
所
等
が
わ
か
ら

な
い
人
が
い
ま
す
。
も
し
こ
れ
を
見

て
参
加
し
た
い
方
は
連
絡
し
て
下
さ

い
。
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
温
泉
、
山
菜
狩
へ
ー

山
岳
部
O
B
会

　

同
窓
会　

事
業
委
員
会
委
員
長

　
　

山
岳
部
O
B
会　

最
高
顧
問

（
第
14
期
）　

飯
塚　

善
凖

　

平
成
21
年
度
の
事
業
報
告
及
び

22
年
度
の
事
業
予
定
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
山
岳
部
O
B
会
で
は
一

年
を
通
し
て
次
の
様
な
事
業
を
行

な
っ
て
来
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
事
業
報
告

○
3
月
26
日
（
日
）
武
蔵
五
日
市

秋
川
渓
谷
に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
を
開
催　

参
加
者
12
名
（
現
役

新
入
部
員
を
含
む
）

○
5
月
16
・
17
日　
春
の
山
菜
狩
、

越
後
湯
沢
～
松
之
山
方
面

こ
ご
み
、
ウ
ド
、
タ
ラ
の
芽
、

等
々
を
狩
り
大
厳
寺
高
原
に
て
、

天
ぷ
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
そ
し
て
五
日

町
の
横
山
館
に
て
大
宴
会
を
開
催
、

参
加
者
10
名

○
10
月
2
・
3
・
4
日　
秋
季
旅

行
、
ま
ず
福
島
裏
磐
梯
の
姥
湯
へ
、

新
幹
線
が
通
る
峠
駅
へ
、
そ
し
て
、

露
天
風
呂
の
あ
る
姥
湯
へ
、
大
宴

会
、
次
の
日
は
米
沢
に
て
N
H
K

の
大
河
ド
ラ
マ
の
上
杉
ゆ
か
り
の

歴
跡
を
見
学
、
次
は
山
形
の
奥
屋

敷
肘
付
温
泉
へ
、
こ
こ
は
千
二
百

余
年
の
歴
史
が
あ
る
温
泉
で
す
。

以
上
が
山
岳
部
O
B
会
の
昨
年
の

行
事
で
し
た
。

○
平
成
22
年
度
の
行
事
予
定
は

　

4
月
に
五
日
市
秋
川
渓
谷
に
て

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、
5
月
の

山
菜
狩
、
6
月
尾
瀬
沼
方
面
の
ハ

イ
キ
ン
グ
、
10
月
の
後
生
掛
温
泉
、

八
幡
平
、
乳
頭
温
泉
等
の
旅
行
で

す
、
山
岳
部
O
B
会
々
員
で
な
く

て
も
参
加
出
来
ま
す
。
皆
様
の
参

加
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

う
ら
や
ま
し
く
も
楽
し
い

文
化
祭
見
学
記

（
第
８
期
）　

猪
瀬　

昌
哉

　

私
が
同
窓
会
、
広
報
委
員
に

な
っ
て
３
回
目
の
文
化
祭
。
撮
影

（
取
材
）
が
仕
事
の
私
の
目
か
ら

見
る
と
、
校
門
に
カ
ラ
フ
ル
な
風

船
の
ア
ー
チ
、
教
室
へ
の
入
口
も

沢
山
の
風
船
の
飾
り
付
け
は
、
期

待
を
抱
か
せ
る
色
彩
で
し
た
。
毎

年
、
楽
し
み
な
体
育
館
で
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
会
と
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

双
方
の
部
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て

居
る
の
で
、
毎
年
楽
し
み
で
す
。

又
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
教
室
に
出
現

し
て
居
た
り
し
て
（
ル
ー
レ
ッ

ト
）
今
年
の
テ
ー
マ
の
﹁
プ
ラ
イ

ド
﹂
と
関
係
あ
る
の
？

　

そ
し
て
相
変
ら
ず
静
か
な
写
真

部
の
展
示
室
（
私
は
写
真
部
の

O
B
）
も
う
少
し
芸
術
性
の
高
い

作
品
を
出
品
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

今
年
は
カ
ラ
フ
ル
な
浴
衣
姿
の
茶

道
部
の
部
屋
で
写
真
撮
影
と
御
点

前
拝
見
。
昔
の
私
達
の
頃
と
は
使

用
出
来
る
資
材
も
豊
富
で
う
ら
や

ま
し
く
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

中
学
、
高
等
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会

第
43
回　

定
期
演
奏
会

（
第
８
期
）　

猪
瀬
昌
哉

　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会
の
演
奏
は
高

校
野
球
の
予
選
会
、
文
化
祭
な
ど

で
馴
染
み
で
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

演
奏
会
等
で
聞
く
一
人
ひ
と
り
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
も
素
晴
し
く
私
自
身

若
い
時
に
大
好
き
だ
っ
た
グ
レ
ン

ミ
ラ
ー
メ
ド
レ
ー
な
ど
、
な
つ
か

し
い
曲
に
感
激
し
、
又
O
B
バ
ン

ド
の
演
奏
も
コ
ミ
カ
ル
な
楽
し
く

充
実
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
相
ま
っ

て
43
回
と
云
う
長
い
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
定
期
演
奏
会
で
し
た
。

　

文
化
祭
の
２
日
間
は
本
当

に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

た
っ
た
２
日
間
の
た
め
に
１

年
間
考
え
続
け
ら
れ
た
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
自
身

に
と
っ
て
、
と
て
も
プ
ラ
ス

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
文
化
祭
が
成
功

な
の
か
、
失
敗
な
の
か
は
正

直
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
け
ど

僕
は
今
回
の
文
化
祭
に
実
行

委
員
長
と
し
て
携
わ
れ
た
事

を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
３
年
生
は
共
学
初

年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

何
事
も
あ
き
ら
め
ず
に
本
気

で
何
か
一
つ
に
向
か
っ
て
い

く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
後
に

み
ん
な
で
本
気
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
コ
ン
セ
プ

ト
を
﹁PRIDE

﹂
に
し
て
、

法
政
高
校
に
対
し
て
誇
り
を

持
っ
て
、
文
化
祭
が
終
わ
っ

た
と
き
に
全
員
が
法
政
高
校

に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
な
文
化
祭
に
し
よ
う

と
い
う
思
い
を
込
め
て
こ
の

目
標
を
立
て
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
今
年
以
上
に
い

ろ
い
ろ
厳
し
い
こ
と
が
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
法
政

高
校
の
熱
い
部
分
を
守
っ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◆ 専任教員新任者 
（2010年 4月） 

榎本勝己（校長） 

飯田亮三（副校長） 

吉川友悟（国語科） 

松尾明子（社会科） 

上山達典（技術科） 

伊佐敷祐子（英語科）

 

◆ 専任職員異動 
（2010年 4月） 

貝塚一郎（事務長） 

　キャリアセンター 

　小金井事務課へ転出 

松井邦夫（事務長） 

　多摩事務部現代福祉学部 

　事務課より着任 

高
校
文
化
祭
実
行
委
員
長　

６
年
５
組　

五
十
棲　

崇
之

入
学
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
文
化
祭
に
！
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法
政
大
学
附
属
高
校

同
窓
会
役
員
懇
談
会

　

第
25
回
目
の
表
記
懇
親
会
が
２
月
20
日
第
一
工
業

高
担
当
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
法
政

高
校
か
ら
牛
田
校
長
、
平
岩
副
校
長
。
法
政
二
高
か

ら
榎
本
校
長
、
中
村
副
校
長
。
女
子
高
か
ら
は
和
仁

校
長
が
参
加
。
ま
た
今
回
、
始
め
て
大
学
代
表
と
し

て
徳
安
常
任
理
事
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
か
ら
は
法
政
高
校
の
岩
村
会
長
は
じ

め
、
二
高
か
ら
品
田
会
長
、
女
子
高
は
今
期
で
退

任
さ
れ
る
大
関
会
長
ほ
か
、
役
員
が
多
数
参
加
さ

れ
、
総
勢
で
61
名
の
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
紹
介
の
場
で
は
各
校
が
特
色
あ
る
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。
中
で
も
二
高
か
ら
は
現
役
の
法
大

生
で
あ
る
委
員
が
二
名
参
加
、
抱
負
と
し
て
同
窓

会
の
改
革
を
訴
え
る
な
ど
、
頼
も
し
い
後
輩
の
出

現
に
会
場
は
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
わ
が
法
政
高
校
の
塩
入
組
織
拡
充
副

委
員
長
（
応
援
団
O
B
）
の
リ
ー
ド
に
よ
る
ス
ク

ラ
ム
校
歌
斉
唱
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

黄オ
ウ
ジ
ュ
ホ
ウ
シ
ョ
ウ

綬
褒
章
受
賞
（
平
成
21
年
11
月
10
日
）

�

河
端　

照
孝
氏　

11
期　

昭
和
34
年
卒

河
端　

照
孝
氏
（
元
日
本
教
育
情
報
機
器

社
長
）
は
平
成
６
年
の
紺
綬
褒
章
に
続
き

黄
綬
褒
章
を
11
月
10
日
皇
居
に
お
い
て
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

事
業
委
員
会
活
動
方
針

◎�

同
窓
会
会
友
の
交
流
の
た
め
の
事
業
を
行
う

◎�

会
友
の
親
睦
の
た
め
の
行
事
等
の
企
画
、
運
営

◎�

関
連
す
る
附
属
高
校
等
の
親
睦
及
び
交
流
の
た
め
の
行
事
の
企
画
、
運
営

◎�

そ
の
他
同
窓
会
の
発
展
の
た
め
の
協
力
、
努
力
を
行
う

事
業
委
員
会
に
つ
い
て

　

2
0
0
9
年
11
月
28
日
同
窓
会
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
規
約
細
則
の

変
更
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
の
機
構
変
更
に
つ
い
て
、
会
長
か
ら

提
案
が
有
り
審
議
の
結
果
、
事
業
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
職
務
分
掌
は
、
会
員
の
親
睦
・
交
流
を
広
げ
る
。
と
い
う
目
的
で
す
。

　
　

事
業
委
員
長　

飯
塚　

善
準
（
高
14
期
）

　
　

副
委
員
長　
　

萩
原　

光
博
（
高
37
期
）

　
　

副
委
員
長　
　

塩
入　

成
実
（
高
37
期
）

　

催
し
と
し
て
、
4
月
17
日
に
高
尾
山
散
策
及
び
薬
王
院
﹁
精
進
料
理
﹂

の
集
い
を
、
行
い
ま
し
た
。

同窓会の応援垂れ幕

同
窓
会
か
ら
の
申
し
入
れ法

政
大
学
中
学
高
等
学
校

校
長�　
牛
田　

守
彦
殿

　

今
般　

高
校
２
年
生
１
０
７
名
の
北
海
道
へ
の
修
学
旅

行
中
、
引
率
教
諭
が
常
軌
を
逸
し
た
行
為
で
生
徒
を
指
導
し

た
結
果
、
傷
害
事
件
と
し
て
世
間
を
騒
が
せ
ま
し
た
こ
と
は

母
校
並
び
に
関
係
各
位
に
多
大
な
る
損
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
同
窓
会
と
し
て
誠
に
遺
憾
の
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
教
諭
指
導
体
制
の
見
直
し
と
、
再
発
防
止
に
徹
底
さ

れ
ま
す
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
者
で
あ
り
ま
す
。

平
成
22
年
1
月
30
日　

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会

会
長　

岩
村　

元
雄

三
鷹
市
民
駅
伝
大
会
の
応
援

　

平
成
22
年
2
月
14
日
第
18
回
三
鷹
市
民
駅
伝
に
今
年
で
二
回
目
の

参
加
。
前
回
は
中
学
男
子
１
チ
ー
ム
。
今
年
は
高
校
陸
上
部（
男
子
）

そ
し
て
中
学
生
男
子
、
中
学
生
女
子
の
３
チ
ー
ム
が
参
加
。
い
ず
れ

も
素
晴
ら
し
い
成
績
で
上
位
を
占
め
高
校
同
窓
会
、
校
友
連
合
会
、

P
T
A
、
P
T
A
O
B
会
の
大
応
援
団
も
大
満
足
の
１
日
で
し
た
。

午
後
１
時
よ
り
学
校
食
堂
に
て
同
窓
会
、
校
友
連
合
会
と
合
同
で
慰

労
会
及
び
反
省
会
を
、
出
場
ラ
ン
ナ
ー
の
話
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
ん

で
過
ご
し
ま
し
た
。�

（
高
８
期
）　

猪
瀬　

昌
哉
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2009年度卒業式表彰者

●学年優等賞　　　　中
な か の

野　拳
け ん た

太
●認定海外留学生　　遠

えんどう

藤　萌
もえ

●スポーツ、学術・文化等優秀賞
　岡

おか

　有
ゆ き こ

希子
　（産経新聞社主催高校生文化大賞において優秀賞獲得）
　松

まつむら

村　茂
し げ き

輝（全国高等学校ゴルフ選手権出場）
●東京都高等学校体育教会表彰
　小

こ み や

宮　佳
よしはる

治　　杉
すぎおか

岡　亜
あ ゆ み

由美
● Quest Education Cup
　コーポレートアクセスコース全国大会
　東京ＦＭ審査員特別賞
　加

か と う

藤　沙
さ や

耶　　鈴
す ず き

木　理
り え こ

絵子
　西

にしかわ

川　淳
じゅん

　　　齋
さいとう

藤　大
だ い じ ろ う

次郎

大学からの卒業式出席は常務理事の浜
はまむら

村　彰
あきら

氏です。

　

2
月
27
日
に
平
成
22
年
度
の
予

算
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

財
務
担
当
副
会
長
よ
り
、
21
年
度

の
決
算
案
の
説
明
。
22
年
度
の
予

算
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
来
の
課
題
で
あ
る
、
会
費

の
振
り
込
み
を
い
か
に
増
や
す
か

と
い
う
検
討
に
な
り
ま
し
た
。
会

費
未
納
者
へ
の
会
報
発
送
の
取
り

や
め
な
ど
、
ひ
き
続
き
の
検
討
事

項
に
な
り
、
事
業
委
員
会
の
立
ち

上
げ
等
会
員
の
興
味
を
同
窓
会
に

向
け
て
、
会
費
の
納
入
を
促
す
企

画
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

同
封
の
振
込
用
紙
に
て
会
費

の
お
振
込
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
ク
ラ
ス
委
員
総
会
の
ご
案
内

　

平
成
22
年
度
法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会
ク
ラ
ス
委

員
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
是
非
ご

出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。記

開
催
日
時　
　

平
成
22
年
６
月
19
日
（
土
）

開　
　

会　
　

午
後
５
時
30
分

受　
　

付　
　

午
後
５
時
よ
り

会　
　

場　
　

�

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校�

多
目
的
室
A
・
B

会　
　

費　
　

２
，
０
０
０
円

新
入
会
員　
　

�

第
59
期
（
平
成
19
年
）
～
第
62
期
（
平
成

22
年
）
卒
業
の
ク
ラ
ス
委
員
は
会
費
不
要

議　
　

題　
　

�

平
成
21
年
度
事
業
報
告�

平
成
21
年
度
決
算
案
の
件�

平
成
21
年
度
会
計
監
査
報
告
の
件�

平
成
22
年
度
事
業
計
画�

平
成
22
年
度
予
算
案
の
件�

そ
の
他

※
ご
出
席
い
た
だ
け
る
ク
ラ
ス
委
員
の
方
は
準
備
の
都
合
に

よ
り
、
勝
手
な
が
ら
平
成
22
年
５
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
お

返
事
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

2009年度　同窓会 新クラス委員
６－１　鶴

つ る た

田 泰
たいすけ

祐　金
か ね こ

子 愛
めぐみ

　　６－４　峯
みねぎし

岸 将
しょう

　　東
ひがしなか

中 桜
さくらこ

子
６－２　渡

わたなべ

辺 周
しゅうへい

平　加
か と う

藤 沙
さ や

耶　６－５　神
かみむら

村 賢
けん

　　黒
くろなが

永 祥
しょうこ

子
６－３　前

まえはら

原 宗
しゅうめい

明　松
まつもと

本 紗
さ ら

良　６－６　永
な が せ

瀬 雄
ゆういち

一　大
おおぞの

園 沙
さ あ や

綾

　２月27日12時から説明会が行われました。
　校長先生の挨拶の後、雑談をしながら昼食となりました。今年の卒業
生から女子がクラス委員となり、学年委員も男女一人ずつになりまし
た。総務委員会、財務委員会、組織拡充委員会、広報委員会、事業委員
会より各委員会の説明が行なわれました。６月に開催されるクラス委員
総会への出席をお願いしました。

新クラス委員への
同窓会説明会

物 故者
野村　光一　前々同窓会会長　　　平成21年7月
前田　賢文　同窓会元総務委員長　平成21年8月
ご冥福をお祈りします

「
予
算
委
員
会
」
開
催

　

会
報
第
三
十
五
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

全
頁
カ
ラ
ー
化
、題
字
を
﹁
進
取
﹂

に
変
更
し
て
三
年
目
に
な
り
ま
す
。

此
の
間
に
、
女
子
が
入
学
し
て
完

全
共
学
化
、
校
舎
移
転
、
校
名
変

更
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
不
祥
事
に
よ
り
、
校
長
、

副
校
長
が
代
わ
り
、
発
行
が
一
カ

月
ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の﹁
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
だ
よ
り
﹂

は
、
各
Ｏ
Ｂ
の
集
ま
り
や
活
動
を

中
心
に
掲
載
し
ま
し
た
。
同
期
の

方
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の
方
、
連
絡
を

取
り
合
っ
て
下
さ
い
。

会
員
各
位
の
お
役
に
た
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

編
集
委
員
長�

高
19
期　

今
泉　

直
樹

副
編
集
委
員
長�

高
32
期　

大
貫　

光
伸

写
真
撮
影�

高
８
期　

猪
瀬　

昌
哉

平成21年度卒業生寄贈

　

牛
田
校
長
先
生
が
初
め
に
今

回
の
事
件
に
つ
い
て
謝
罪
さ

れ
、
そ
の
あ
と
式
辞
。

　

法
政
大
学
か
ら
浜
村
彰
常
務

理
事
祝
辞
。
卒
業
証
書
授
与
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
祝
辞
。
同
窓
会
会

長
祝
辞
、
今
年
か
ら
ク
ラ
ス
委

員
に
な
っ
た
１
組
か
ら
６
組
ま

で
の
12
名
の
名
前
を
読
み
上
げ

同
窓
会
活
動
へ
の
参
加
を
強
く

求
め
ま
し
た
。
女
子
卒
業
生
が

新
し
く
同
窓
会
に
加
入
し
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
行
わ
れ
る
各
表

彰
に
多
く
の
卒
業
生
が
含
ま
れ

ま
し
た
。送
辞
。感
動
的
な
答
辞
。

校
歌
斉
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

快
晴
で
桜
が
満
開
の
中
で
、

午
前
中
に
中
学
校
。
午
後
１
時

か
ら
法
政
高
等
学
校
の
入
学
式

が
体
育
館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

新
校
長
の
榎
本
勝
己
先
生
の
式

辞
。

　

大
学
か
ら
の
祝
辞
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
祝
辞
等
、
式
典
は
進
み
、

担
任
紹
介
で
新
入
生
が
盛
り
上

が
り
、
校
歌
演
奏
、
新
入
生
退

場
ま
で
後
半
は
な
ご
や
か
に
進

行
し
て
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
副
校
長
に
は
、
小
林

邦
久
先
生
と
飯
田
亮
三
先
生
が

就
任
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
4
月
6
日

平
成
22
年
3
月
1
日

満
開
の
桜
の
な
か
の
入
学
式

初
の
共
学
卒
業
式


